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シトラス系果実・果汁の海外市況動向 
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島尾 

 

 

 USDA Agricultural Statistics Board(USDA 農業統計委員会)発表の 2022-2023シトラス系果実レポ

ート 9月～12月から、米国産グレープフルーツとオレンジについての内容を以下にまとめる。 

 

 

1. グレープフルーツ 

 12 月 9 日発表のフロリダ産グレープフルーツ予想生産高は 180 万箱とした。これは、10 月 12

日付レポートでの今シーズン初予測量 200 万箱よりさらに 10％低くなり、昨年の総収穫量(333 万

箱)と比較すると 46％の収穫予測となっている。内訳としては、レッドグレープフルーツが 162 万

箱で前年比 42％減、ホワイトグレープフルーツが 18万箱と 64％減少という結果となった。 

 

 

2. オレンジ 

 アメリカ全土でのオレンジの収穫量はグレープフルーツの収穫量と比較し 9倍近くあり、オレン

ジの価格推移は間接的にグレープフルーツの価格推移にも影響する。 

 同レポートによるとフロリダ産オレンジ予想収穫量は 2,000 万箱で、昨年の総収穫量(4,105万箱)

と比較して 51％減少するとしている。内訳は、バレンシアオレンジが 1,300万箱(昨対 40％減)、バ

レンシアオレンジ以外が 700万箱(同 62％減)となっている。2020-21から 2021-22シーズンの収穫

量がおよそ 22％減だったことから考えると、今シーズンは今まで以上に大幅な減少が見込まれてい

るとわかる。 

 

 

3. 天候と作物の生育状況 

ここ 10 年、フロリダをはじめ全米での生産高は減少の一途を辿っているが、特に今シーズンは顕

著である。その要因の一つとして、開花時期の 1 月下旬・2 月上旬に立て続けに発生した寒冷前線

や、その後数週間にわたる干ばつからの 6月の局地的な大雨と続いた気候条件が挙げられる。結果、

開花時期の葉や茎の凍結被害が広範囲にわたり、オレンジ・グレープフルーツともに着果が例年よ

り減少。果実の大きさの調査でも、全ての品種で平年より小さく、オレンジでは過去 10 シーズン

の最小値に近かった。 

 

 

4. 植え付け数と果樹年齢 

今回のレポートでの特に注目すべき点はシトラス系果実(オレンジ・グレープフルーツ)の木の年

齢比率表である。フロリダで植えられているオレンジ・グレープフルーツの果樹年齢の割合は次の

通り。 
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USDA, NASS, Florida Field Office – Citrus Forecast (October 2022) より 

 

 シトラス系樹木は植樹から収穫ができるまで 5 年かかり、20 年を過ぎると樹木当たりの収穫量が

下がるといわれているが、現在フロリダではホワイトグレープフルーツの 9割以上が老木である上、

オレンジを含め新しい樹木はほとんど植えられていないことがわかる。 

 

 

5. まとめ 

 上記の通り、フロリダをはじめ全米での柑橘類産業は今後も、国を挙げての施策等大きな動きが

ない限り、回復は見込み難いと考えられる。現在当社にて供給しているイスラエル・トルコ産果汁

のさらなる安定供給へ向けてサプライヤーとの連携を強めていくことが肝要となる。 
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